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１）	原典：①Sindbād-Nāme yazan Muḥammed b. Alī Aẓ-Ẓahīrī As-Samarqandī, Arapça Sindbād-Nāme ile birlikte, 
mukaddime ve haşiyeler neşredon Ahmed Ateş, University of Istanbul Publications no. 343, Istanbul, 1948, pp. 
1-345. ②Sendbād-Nāmeh, Moḥammad ibn ‘Ali Ẓahiri Samarqandi (6th century A.H.), edited by Dr. Moḥammad 
Bāqer Kamāl al-Dīnī, Mirās-e Maktub, Tehran, 2003.　フランス語訳：Zahiri	de	Samarkand,	Le Livre des 
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（岩波文庫本『太平記』では11・10だが、サンスクリット形は挙げていない）。Digital Dictionary of 
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30）	E.	Cosquin,	Les contes indiens et l’Occident,	É.	Champion,	Paris,	1922,	pp.	161-174.
理不尽なことなのではあるが、罪を犯さなかった娘を神が罰するよりは遙かに自然なこと
であろう。もちろん呪いや魔術によって人が犬に変わることなどありえないことではある
が、物語の世界ではインドからギリシアにかけて好まれたモチーフであった。インドでは
『アタルヴァ・ヴェーダ』29）の呪法の中には人を動物に変える類いのものは見当たらないが、
『マハーバーラタ』３・177と５・17ではナフシャがアガスティア仙の呪いで蛇に変えられ、
１・208ではバラモンの呪いで女が鰐になっている。『出曜経』巻15（１世紀頃、漢訳５世紀。
大正蔵４、691ab。よく似た話が『宝物集』巻一に安
あん
族
そく
国
こく
のこととして出ている）では呪術家の女
が帰ろうとした情夫を草を使って驢馬にしている。『オデュッセイアー』10・231以下やオ
ウィディウス『変身物語』14・１～70と14・320～440ではキルケーが薬草や呪文や魔法に
よって男たちを豚やさまざまな獣や啄木鳥に変えている。アープレーイユス『黄金の驢馬』
（２世紀）２・５ではテッサリアの女魔法使いピュラエナが従わぬ男たちを石や羊など好き
な獣に変える。『アラビアン・ナイト』にも人を牛・犬・騾馬・猿などに変える話がある
（SVC２の１から３夜「商人と魔王との物語」、９から19夜「荷担ぎやと三人の娘の物語」。15世紀の
最古の写本、いわゆるガラン写本によると前者は１から８夜、後者は28から69夜）。こうしたモチー
フを利用するかどうかはまた別の問題なのであろうが、呪いや魔術によって人を犬に変え
るという変化により、不条理によって犬に変えられるという恐怖感がさらに増幅したと言
える。現代人ですら呪いの秘める魔力を完全に払拭したとは言えず、さまざまな詐欺事件
の原因となっているのだから、当時としてはなおさらであったろう。そして「涙を流す小
犬３」と組み合わせることによって、一篇の物語として完成度の高いものになった。その
功績はムーサーのものである。「涙を流す小犬２」においては若者の恋が成就してしまう
ので、娘のほうが愚かな娘で終わってしまうのであるが、「涙を流す小犬１」では貞淑な
人妻がしたたかな女に豹変する。その鮮やかな変身が読む者あるいは聞く者をうならせる
のである。これこそ大臣の語る物語としてふさわしいといえる。
　眠りのモチーフを保存して西伝した物語についてはＥ・コスカン30）が考察しているが、
眠りのモチーフに焦点を当てているために『鸚鵡七十話』への言及はない。この眠りのモチー
フがフランス中世のファブリオーにまで影響を及ぼしていることはすでに記しておいた。
